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ご、持ち拶J

本日はお忙しいなか私ども水星交響楽団の演奏会にご来場いただき、誠にありがとうございます。
当楽団は1984年に一橋大学管弦楽団の若手OB・OG有志を中心に結成され、年に2回の定期演奏会のほか、小編
成の曲目を演奏する「チェンパーシリーズJと銘打つた演奏会や、オルフ祝祭合唱団との完全舞台上演形式によるバ
レエ公演などをメインの活動として参りました。定演は前固までで28回を数え、マーラーの交響曲(第2番から第7
番まで)やラヴェル:ダフニスとクロエ(全曲)、ストラヴィ ンスキー:春の祭典、ホルスト:惑星といった大編成
の曲に加え、ベートーヴェンの交響曲(第3番から第9番)、 ブラームスの交響曲全曲、ボロディンのダッタン人の踊
り(ロシア語合唱付)など比較的オーソドックスな曲目も演奏してきました。
活動の拠点は一橋大学のある東京都国立市で、現在でも一橋大学管弦楽団の部室をお借りして常任指揮者の脊藤先
生のご指導をうけ月に3回程度の練習を行っております。
実は当楽団として東京を離れての演奏会は今回が初めてとなります。団員に長野県出身者が多いこともあり、最初
の遠征公演はぜひ長野で開催しよう、との声が前々から楽団内に強くありました。長野市出身の小出明美さんを中心
に今年の初めから開催に向けた準備を重ね、今日ここに本番を迎えることができました。今般の演奏会開催にあたり
共催をいただきました(財)八十二文化財団はじめ関係各位に、この場をお借りして心より厚く御礼申し上げます。
また、この演奏会には長野県在住の音楽愛好家の皆様にも多数賛助出演いただいております。何度も東京まで練習
のため足を運んでいただくなど、団員一同感謝の言葉もございません。
今回のプログラムは、長野市出身の新進気鋭のヴィオラ奏者坂口翼さんを迎え20世紀の大作曲家の1人であるバル
トークのヴィオラ協奏曲の他、当楽団で非常に愛好家の多いマーラーの中でも特に有名な交響曲第5番を中心に演奏
致します。世に「音楽の秋Jと申しますが、長野の素晴らしい自然のもとで「秋」を満喫いただければ幸いです。
それで、はごゆっくりお聴きください。

水星交響楽団運営委員長植松隆治

-レナード・パーンスタイン 「クエスド・サイド物言吾」よりメドレー

Leonard Bernstein A Medley企'Om"West Side Story" 
1 .ドフナイトーアンサンプJレ Tonight-ensemble-
2. 7'ィ・ 7ィーJレ・プソティ I Feel Pretty 
3. フン・ハンド、フン・ハート One Hand，One Heart 
4. 7'メソ力 America 

-ベーヨ・パルトーク グイオヨ協奏曲 (遺作)-----テイボノレ・ 斗エdレイの補作による
Bela Bartok Concerto for陥 'laand Orchestraφosthumous work) 

丹'eparedforpublication by Tibor Serly 
第 13存主主 モデラード Moderato 
第 2楽章 アダージョ・レソジオーン~7'レグレシト
第 33民主主 アレグロ・グィグアーチェ

Adagio religioso "'-' Allegretto 
Allegro Vivace 

夕、イオラ独奏坂口翼 TsubasaSakaguchi 

-・・・・・・・・・.c休憩15分)
.グスタヌ・マーラー 交響曲第5香

Gustav Mahler Symphonie V 

第 1音F

I 

第 2音F
H 
第 3音F

III 

第 1JJ停車

l.Satz 
第 2楽章

2Satz 
第 3訴草案

3，Satz 
第 43停案

4.Satz 
第 5楽章

5.Satz 

葬送行進曲。荘重な歩みで、厳格に、葬列のように。

Trauermarsch. In gemessenem Schritt. Streng.防弘
津1のようにi数動して。最よ級の激しさをセって。
Sturmisch bewegt. Mit gro万'ter路'hemenz.
スケルツォ。力強く、速すぎずに。
Kraftiιnicht zu schnell. 
アタ"ージェット。ヨド常にゆっくりと。
Adagiettひ.Sehr langsam. 
ロンドーフィナーレ。アレグロ・ジョコーン。快5舌に。
Rondo-Finale. Allegro giocoso. Frisch. 

指揮膏勝栄一 管弦楽木星交響楽団



斉藤栄一
(さいとう えいいち)

京都大学にて音楽学を、国際基督教大学大学院にて美術史学を研究。この問、指揮法
を尾高忠明、田中一嘉、円光寺雅彦の各氏に学ぶ。また、1981年には、京都大学交響
楽団とともに2週間にわたりドイツ、オーストリアにて演奏旅行を行い、ザルツブル
グ音楽祭などにて指揮する。 1982年には、関西二期会室内オペラ ・シリーズ第9回公
演、ブリテン作曲「ねじの回転J(関西初演)の副指揮者を務める。1984年より、水
星交響楽団の常任指揮者に就任。1995年には東京文化会館で水星交響楽団、オルフ祝
祭合唱団、佐多達枝バレエ団と、完全舞台形式「カノレミナ ・ブラーナ」を、また、一
昨年3月にはラヴェルの舞踊交響曲「ダフニスとクロエ」全曲を指揮。現在、明治学
院大学教授。

曲目舟写言見

坂口翼
(さかぐち つばさ)

長野市青木島町出身。3歳より才能教育研究会にてヴ、アイオリンを始める。その後中津
きみ子、津和樹の両氏に師事。東京芸術大学付属高等学校入学と同時にヴィオラに転
向。第8回日本クラシック音楽コンクール弦楽器部門において第2位(1位なし)を受
賞。1998年ヴェルデ、イ芸術文化振興会より PFA賞を受賞。これまでにイギリスの
International Musicians Seminarオランダの HollandMusic Sessionsなど世界
各国の講習会に参加。今井信子、 ThomasRiebl、GeorgHamnn、WolframChrist、の
各氏に師事する。テレビマンユニオン主催ヴィオラスペースの公開マスタークマスター
クラスを2000、2001年連続して受講、サイトウキネンの室内楽勉強会にも参加する。
また大学の推薦を受け別府アルゲ、リッチ音楽祭に参加した他、アメリカ同時テロ発生の
為中止となった日英の文化交流を目的としたrJAPAN2001Jの芸大シンフオニアのイギ
リス公演への参加も決まっていた。その他芸大代表として室内楽の分野においても活動
している。現在東京芸術大学2年生に在学中。菅沼準二氏に師事。
長野のensembleNOVAで、は、高校在学中より春の室内楽、夏のオーケストラでの主要な
メンバーとして活躍している。

-レナード ・パーンスタイン 「ウエスト ・サイド物語」より

ニューヨークの下町を舞台に、 2つの不良グループ「ジェット団」と「シャーク団Jが縄張り争いを繰り広げる中
で、以前ジェット団のリーダーだったがし、まは卒業して真面目に働いているトニーと、シャーク団のリーダーの妹マ
リアが、電撃的な出逢いで恋に落ちる。縄張り争いに決着をつけようという決闘の日、素手でとトニーが双方を説得したに
も拘らず、シャーク団のリーダーはナイフを持ち出し、ジェット団のリーダーを刺し殺してしまう。かつての弟分を殺された
トニーは激昂し、シャーク団のリーダーを逆に刺し殺す。こう してマリアの恋人は一転して兄の敵(かたき)となってしまっ
たが、いまさら恋心を捨てることなどできない。逃亡の果て、 トニーはマリアと再会し、「どこか遠くへ行こう」と誓うところ
をシャーク団の 1人に撃たれ、悲劇的結末を迎える…・ーこれが、アメリカミュージカノレ史に燦然と輝く傑作「ウエスト ・サイ
ド物語J(1957年、ジェローム・ロビンス作、アーサー・ロレンツ脚本。映画版は1961年)のあらすじです。
‘現代版ロミオとジュリエット'として創作され、戦後アメリカの若者や社会の風俗を、人種問題や貧困問題にまで絡めて
ドラマチックに描いたこの悲恋の物語を、音楽面で盛り上げて大当たりをとったのが、やはりアメリカが世界に誇る最初の作
曲家であり指揮者のレナード・パーンスタインでした。パーンスタインはこの年、 39歳で、ニューヨーク ・フィルの常任指揮
者に就任したのですが、この「ワェスト ・サイド物語」の音楽の著作権料だけで、その後一生裕福に暮らせるだけの富を得た
との説もあります。ジャズや民族音楽などを豊富に取り入れた音楽の多様性と、パーンスタインならではの叙情的かつ洗練さ
れたメロディの現代的な美しさが際立ち、独立した音楽作品としていまなお多くの人々に親しまれています。
物語中にちりばめられたどの曲をとっても、珠玉の輝きを放ちまことに捨て難いものですが、のちにパーンスタイン自身
が、数曲をピックアップしてひとつの組曲に仕立て上げました。これが「シンフォニック ・ダンスJという作品で、現在では
世界中のオーケストラの主要なレパートリーになっています。 水響でも 1997年9月の定期演奏会で、この「シンフォニッ
ク・ダンスJを採り上げています。
しかしパーンスタインの音楽をこよなく愛するわれらが斉藤 εレニー'栄一氏と水響はこれに飽き足らず、トンンフォニツ
ク・ダンスJに採用されなかった、しかしそれだけに新鮮な魅力に溢れる逸品を集め、‘裏シンフオニック ・ダンス'のコンセ
プトで、本日長野限定ヴ、ァージョンとして演奏することにいたしました。パーンスタインが頭角を現わしつつあった終戦直後
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のアメリカで、対照的に不遇の死を遂げつつあったバルトーク、そしてパーンスタインが生涯のテーマとして取り組んだマー
ラーへと続く本日のコンサートの肩慣らしとして、どうぞパーンスタイン ・ワールドへ、そしてそれに思いつきりのめり込ん
でいく斉藤/水響ワールドへ、皆様も一緒に分け入っていただければ幸いです。
それでは本日メドレーでお届けする 4曲を簡単にご紹介しておきましょう。なお実際のミュージカルでの順番は4→ 3→ 1
→ 2 (映画版では4→ 2→ 3→ 1)です。

トクナイトーアンサンブルー
ジェット団とシャーク団の不良どもは「今夜」決闘だと意気込むJトヰL やマ リアはrr冷夜J結ばれるもi噴き苦手き宇る。決
闘のシーンが映像的クライマックスなら、それぞれの「今夜Jへの思い胡交ー錯じ
ド物語」の心情的クライマックスと言ってもいいでしょう。

アイ ・フィール・プリティ
突然の恋に落ちたマリアが、翌日勤め先の仕立屋ですっかり舞い
きな人ができたのj と、同僚たちに自慢しまくる、まさに「恋は女
す。

ワン ・ハンド、ワン・ハート
マリアとトニーが閉庖後の仕立屋でデート。礼服を着せた
に結婚式が執り行われます。「手をとり合い、心をひとつに、
を歌い上げます。

アメリカ
ラテンのリズム「フゥアパンゴJに乗ってシャーク団が賑やかに踊りまくる楽しいダンスピース。極国プエノいトリコを懐か
しんだり蔑んだりする一方で、アメリカも暮らしやすくはないが、でもやっぱりアメリカが好き!とし、う、複雑な心境を覗か
せながらも自由の国で力強く生きていこうとする心意気ソングです。

.ベーラ ・パノレトーク ヴィオラ協奏曲(遺作)~ティボル ・ シェルイの補作による

バルトークは、同時代のドビ、ユツシー、ストラヴィンスキー、ラグェル、シェーンベルクらとともに、 20世紀前半を代表
する作曲家のひとりです。第二次大戦勃発後、ナチスに踏みにじられた祖国を後にアメリカに渡りましたが、晩年はもともと
の社交下手な性格に白血病が追い討ちをかけ、戦後間もなく不遇のうちに死を迎えることとなってしまいました。
アメリカに渡るまでは舞台作品や弦楽四重奏曲等を中心にかなり前衛的 ・攻撃的な作品を書いていました。しかしその活力
の源は、実はドイツ的 ・伝統的なスタンダードの音楽への反感であり、さらにそれを突き動かしたものは、ハンガリーの地に
根ざした豊かな民族音楽の蓄積だ、ったのです。バルトークは発明されたばかりの巨大な蓄音機を担ぎ、精力的に国内各地を
回って、民族音楽の蒐集を行い、採譜して記録に残す作業を続けました。
それらが作品の中で高度に結晶した結果が、その前衛性だ、ったわけですが、渡米後は恵まれぬ境遇の中で、同郷の指揮者フ
リッツ ・ライナー、ヴァイオリニストのヨゼフ ・シゲティらの友情に励まされたり、クーセヴィツキーから作品を委嘱(これ
がバルトークの代表作「管弦楽のための協奏曲j です)されたりした影響もあってか、作風に温かみと円熟味が増すこととな
りました。
「ヴィオラ協奏曲」は、そうしたバルトークの最終期の、というよりも未完に終わった遺作です。作曲は彼の死の年、 1 9 
45年の 1月に、ヴィオリストのウィリアム ・プリムローズの委嘱により始められましたが、健康状態の悪化により筆は思う
ように進まず、 9月に未完のままバルトークは生涯を閉じ、その草稿だけが残りました。草稿は、ヴィオラのソロパートはほ
ぼ完成されていましたが、曲全体の構成とオーケストレーションはほとんど手付かずの状態であり、バルトークの弟子である
ティボル ・シェルイの、補作というよりも実際は創作に近い作業を経て、ようやく 4年後に完成にこぎつけました。
できあがったものについては、「バルトーク本人ならこんな単純なっくりにはしないだろう。参考作品にすぎなしリなどと
いう批判もあるようですが、実際に聞いてみると、ヴィオラの名人芸は言うまでもなく、曲全体についても、 他の晩年の作品
同様、簡にして要を得た老練たる技法を想像させるに十分で、あり、明快な構造の中に、深い膜想性と民族性の昇華の形を感じ
とることができます。
こうした素晴らしい、しかもアマチュアでは滅多に演奏されることのない曲を、今回長野出身の新進気鋭のヴィオリスト坂
口翼さんと一緒に演奏できる機会に恵まれたことは、我々にとって本当に幸せなことです。練習では、「ヴィオラってこんなに
大きくて渋い音がするんだあJといった初歩的な感動から、「高音はヴァイオリンと同じように出るのに、低音の魅力もあっ
て、ゾクゾクしちゃうわねJr翼ちゃんってほんと豪快ね。夜通しコンパしでも全然平気だしね。それにしても、若いのにどう
してあんなにスケールの大きな音楽を湧き出させることができるのかしらJといった、若さへの羨望も混じった本質論(ワ)
まで、様々な驚きの声が聞かれました。ともあれ、本番で坂口さんとどのようにかけ合い、呼吸をともにすることができるか、
オーケストラの一員としてもとても楽しみです。
曲は伝統的な3楽章構成をと っていますが、切れ目なくアタッカで演奏されます。第 1楽章は全体の長さの 3分の2近くを
占める中心的な存在で、中腐な速さの中で、ヴィオラがオーケストラと絡み合いながら名人芸を存分に発揮していきます。第
2楽章は曲想、ががらっと変わって、宗教的な敬度さをもってゆっくり進みますが、間もなくティンパニとホルンの強打で断ち
切られ、テンポが上がって次の楽章を準備します。第3楽章は速いハンガリーの民族舞曲で、少し遅い土俗的な舞曲を挟んだ
後、最後は再びテンポを上げて、ヴィオラの超絶技巧とともに華やかに曲を締めくくります。

-グスタフ ・マーラー 交響曲第 5番

我々水轡はよくマーラーの交響曲を演奏します。 直近では「第 2番『復活~J を 20 世紀末のメモリ アノレ と して演奏しまし
たし、以下新しい順に、 7番、6番、 3番、 5番、2番、 4番を採り 上げています。また、 9番は水響内で圧倒的熱烈支持を



受け、特別な意味を持つ作品で、幾度となく内輪での演奏会を行い、 一説によると「もう暗譜で弾ける」とか、管楽器や打楽
器などでは「全パート制覇した」といった強者までいるほどです。
このように水響でマーラーが採り上げられることの多い理由は、規模が手頃(?)だ(手っ取り早く管楽器の人数が掃け
る)、ということももちろんありますが、やはり水響の得意分野である「情念系」音楽の代表的作曲家ということが大きいと思
われます。音楽として時に醜悪であることすら厭わず、心のままをさらけ出していくマーラーの音楽が、水響オケメンの多く
を占める、表面的には勤勉実直なサラリーマンの、仮面をかぶった心の奥底を揺り動かし、人生の在り方を問い、感情移入を
誘発させずにはおかないのでしょう。
さて、本日の「第5番j は上記のとおり、水響では再演ということになります。しかし再演といっても初演は 10年以上も
前(1990年5月)ですし、当時のメンバーはいまではごくごく少数なので、事実上はーからのスタートになりました。5
番はマーラーを論ずるときによく引き合いに出される「分裂症的気質」もそれほど顕著でなく、ベートーヴェンの「運命」と
同様、「苦悩を通しての歓喜」といった一貫したテーマを持つようにも聞こえ、比較的難解さは少ない作品であると言えるので
すが、 一方で管弦楽法は精轍を極め、随所に超絶技巧が散りばめられているため、実際に取り組んでみると、情念だけでは対
処できない高い壁が立ちはだかり、その征服には思いのほか時間を要しました。
しかし一度その壁を乗り越えてしまえば(聞き直ってしまえば一)、もうなにしろマーラーは斉藤/水響の十八番ですから、
情念の火の玉が、少なくとも 3分間に 1回の割合で、貴方に襲いかかることは確実です。どうぞご用心くださいますようー・。
前置きが長くなりました。それでは曲の説明に入っていくことといたしましょう。

マーラーは 1860年にボへミアの寒村で、ユダヤ人の酒屋の息子として生まれました。
当時、この場所はオーストリア帝国の支配下にありましたが、 ドイツ、ユダヤ、スラブの三重文化圏でした。ここで生まれ
育ったマーラーは、多様な文化に触れると同時に、帰属する文化がないことにも気づかされます。 15歳でウィーンに上京、
47歳でアメリカに渡り、 51歳で生涯を閉じるまで、指揮者としてまたドイツ・ロマン派最後の作曲家として活動を続けま
したが、終始文化的アイデンティティの欠如に悩みました。
マーラーの交響曲は、世紀末ウィーンの成熟した芸術の香りをたたえ、大規模かつ巧みなオーケストレーションと相侯つ
て、壮大な音の絵巻物を繰り広げます。しかしその推移をもう少し詳しくみると、アルニムとブレンターノの編による民謡詩
集「子供の魔法の角笛j などに影響を受け素朴な叙情をたたえた前期の交響曲 (4番まで)、音楽の純粋性が高まる一方で内的
な感情の起伏や分裂が激しくなる中期の交響曲 (5~ 7番)、病気を契機とした人生への諦観と絶頂の創造力との同居による想
像を絶する内面世界の表現となった終期の交響曲 (8~ 10番)、といったマーラーの心境変化の歴史をたどることができま
す。それはまさに、帰るべき文化を持たないマーラーの不安定な気持ちをそのまま表しているのかもしれません。
「第5番」が作曲された 1901年は、マーラーにとって激動の年でした。まず第一に、ワィーン国立歌劇場の指揮者に就
任し、以後極めて多忙な毎日を送ることになったこと、第二に、結婚し新生活の開始による生への執着を持っと同時に、仕事
での神経の酷使や疲労から持病の心臓病が再発し、 一方で死を強く意識せざるを得ない状況となったことです。 5番が、マー
ラーが青年時代の感覚から離れ、新しい表現内容を求めて更なる高みへと登ってし、く最初の作品になったのは、こうした環境
の変化が大きく影響したと言えるでしょう。

第 1楽章
葬送を告げるトランベットのファンファーレで始まり、続いて弦や木管楽器が押し殺した悲しみの主題を粛々と奏でます。
しかし突然テンポが上がり、こらえていた涙が堰を切って溢れ出したかのように、感情がこれでもか、これでもかとぶつけら
れます。その後はもう涙も枯れ果て、葬送の足取りはいっそう重くなり、別の主題が現れてなぐさめようとしてもまったく効
果なく、 一気に悲しみの頂点を迎えます。最後は潮が引くように鎮まっていき、低弦のピチカートによって、首を掻き切られ
るように終わります。
マーラーはここでいったい何を葬ったのでしょうか・1

第2楽章
低弦の激しいフォルティシシモが、この楽章の容易ならざる事態を予感させますが、すぐに収まり、第 1楽章の葬列のテー
マを変形した、なだめるような旋律が奏でられます。この急緩はもう 1度繰り返されますが、 3度目見広ると感情を抑えるこ
とはもうできません。すなわち急のまま緩は出る幕もなく、ひたすら激情が叩きつけられてし、きま2♂やlりこの楽章は容易
ならざる楽章でした。髪を振り乱して泣きわめき、拳を振り上げて怒り、叫び、震えます。これI'E..:慣」よりふり構わず自
己をさらけ出す音楽が、 音楽として存在し得るものなのかと思わずにはいられません。その後一圃邑栓管のスgンファーレで
光が差し込むものの、すぐに暗穆な激情と、諦めの感情にも似たコーダにかき消されてしまいム且

第4楽章
マーラーらしい透明で繊細な美しさが、世紀末的なある種の額廃をも伴いながら、弦楽器とハープに

出されていきます。 ルキノ・ヴィスコンティ監督の映画「ヴェニスに死す」の BGMにも使われて一躍有~1玲りせν~。
マーラーをモデルとしたとも言われる主人公エシェンバッハ教授は、静養先のヴ、エニスで、美の化身のような少年タジオに心
奪われ、 当時ヴ、エニスに蔓延しつつあったベストからタジオを守り、自分は死ぬことで永遠に美を手に入れるのです。美しい
だけの美など信じなかったエシェンバッハが、 タジオをおそるおそる遠くから眺めるときの、何とも当惑したような、しかし
憧れに満ちた眼差しを思い出すたび、セットでこの「アダージェッ ト」が脳裏に浮かんできてしまう方も、決して少なくない
に違いあり ません(チラシに使われているボーダーライン柄はタジオのTシャツをモチーフにしています デザイン :小出)。

主星空響楽団長野演奏会主催/水星交響楽団共催/財団法人八十二文化財団l



第5楽章
夢の世界からの目覚めがホノレンのロングトーンで告げられ、駆け抜けるようなフーガが始まります。しかし目を党ました世
界は、以前のような辛く苦しい世界ではなく、喜びに溢れた世界です。音楽は決して激することなく、ひたすら明るく健康的
に突き進んで、いきます。途中、アダージェットのメロディがリフレインされて夢の世界を回想しますが、けだるい愁いの気分
はもうありません。そしていよいよ壮大なクライマックスがやってきます。金管による輝かしいコラールと、弦 ・木管による
鮮やかな分散和音、リズミカノレで豪快な打楽器群。オーケストレーションの賛と技巧と精轍を尽くしながら劇的に盛り上がっ
て、 70分の長大な交響曲が終結します。

「毎日が記念演奏会」 躍進を続けるホ響の謎

第27固定期演奏会 00年 12月 16日 東京芸術劇場
マーラー「交響曲第 2番『復活~J ソプラノ ・ 大沼美恵子 メゾソプラノ ・西川裕子
合唱 オノレフ祝祭合唱団 (OFC) 

第 26固定期演奏会 00年4月 23日 すみだトリフォニーホール

(横地篤志)

チャイコフスキー交響曲第5番 ガーシュウィン「ピアノ協奏曲へ調J(ピアノ独奏・白石准)、ヴィラ=ロボス「ブラジル風
バッハ第4番」

第 25固定期演奏会 99年 10月 31日 東京芸術劇場
マーラー「交響曲第7番『夜の歌山 ガーシュイン「パリのアメリカ人」

第 24固定期演奏会 99年 3月 14日 サントリーホール
ラベル「ダフニスとクロエJ(合唱 ・OFC)、チャイコフスキー幻想序曲「ロメオとジュリエット」、デ、ュカス「交響詩『魔法
使いの弟子~J

少しでもアマチュアオーケストラに在籍された方ならば、この演奏記録を見ると「毎回が記念演奏会みたいだJと恩われる
のではないでしょうか。roo回記念Jr結成00年Jでない限り、こんな大編成の派手な曲を有名なホールを借りて演奏する
ことは普通、しませんよね。それでは何でこんなことが出来るのか?水響の謎j を紙幅の許す限りお教えしましょう。

[練習より長い飲み会]
現在団員は約 100人。年齢的には 30歳代が多い。もちろん全員がアマチュアですが、他のオーケストラとの違いは、団
員に打楽器奏者が6人、ハーピス トがいること、合唱団にコネがあること、そして 97年まで r1度取り上げた曲は再演しな
いj というルールが守られていたことが挙げられましょうか。それと何よりも大きいな違いは月 3回の練習後に、「さかえやJ
なる居酒屋に直行し、練習よりも長時間の飲み会が設定されていることです。酒席では、誰だ、って気が大きくなるものですか
ら、先々の活動方針の話題になると「次はあの曲をJrあのホールで、やろう」などと、リスクを考えずに大風日数が広げまくら
れます。しらふの時でも、そんなムードを引き摺るわけです。

[寿司屋で産声]
そうなるにも歴史的な経緯があります。まず生まれから言って違う。そもそも、水響は 1984年6月、国立の「赤川寿司J
で産声を上げたと言われています。当時 ・社会人1年生だ、った一橋大学管弦楽団のOB4人が初ボーナスで、たらふく寿司を
食べようと集い、「そろそろ楽器をやりたいね」と最初の大風目敷を広げたことが結成のきっかけとなり、 85年 3月に第 1回
の定期演奏会にこぎつけました。そんな生まれなものですから、活動は正に「飲み会」のノリになっているわけです。理性の
タガを緩めて、我慢せずにやりたいままの演奏会を開く。そして、大好きな歌をがなりたてるように、楽器を構えれば好きな
フレーズ、をたっぷりと気持ち良く演奏するのです。

[音楽と酒への愛]
育ちだ、って違う。合唱団との関係でいけば、 87年の第5固定期でベートーヴェンの「第9J、89年の第8固定期でマー
ラーの「復活Jと草創期に合唱付きの闘を取り上げたことから、合唱関係者との太いパイプが出来ました。また、「再演禁止」
ノレールが守られたため、クラシックの定番曲を一通りやってしまうと、あとは、マニアックな現代曲を選ばざるを得なくなり
ます。その手の曲は打楽器奏者の人数を必要とするので、いつの間にか、他団体に誇る「水響タイコ軍団Jが形成されたわけ
です。
それに、何よりも団員だれもが音楽を愛しています。定期演奏会以外にも、様々なユニットが演奏会を聞いています。バッ
ハの愛好者グループをはじめ、 トロンボーン、ホルン、木管や金管アンサンブ、ルなどが活発に活動し、激しい打ち上げ会を聞
いています。
かくして初の演奏旅行に漕ぎ着けました。私たちの弾く楽しみが、皆様が楽しく聴くという形で共有していただけましすよ
う、心をこめて演奏します。終演後のビーノレが美味しく飲めますように。

最後に、今回出演する長野県出身のメンバーを紹介しましょう。オーボエの小出裕之(長野市)、 トロンボーンの桜井統(上
田市)、チューパの小林一成(松本市)、バイオリンの小出明美 (長野市)、吉田健一郎(松本市)、また、賛助出演のバイオリ
ンの川又慶子さん、吉田飛鳥さん、ビオラの加藤大輔さんは小諸高校音楽科出身。将来の活躍が期待されるプレーャーです。

(祐成英樹)



これまでの演奏活動 常任指揮者:努藤栄一

第1固定期演奏会 1 985年 3月2日 一橋大学兼松講堂
シューベノレト 歌劇「ロザムンデ」序曲
ラヴエノレ 「マ ・メーノレ・ロワ」序曲
プラームス交響曲第2番
(アンコール)ラヴエノレ 亡き王女のためのパヴァーヌ

第2固定期演奏会 1 986年 2月 8日兼松講堂
ベートーグェン序曲「レオノーレ」第3番
プラームス悲劇的序曲
プラームス交響曲第4番

第3固定期演奏会 1 986年 9月 14日兼松講堂
モーツアルト歌劇「魔笛」序曲
チャイコフスキー 「くるみ割人形J車坦曲
ベートーヴェン交響曲第5番

第4固定期演奏会 1 98 7年 5月4s 
立川市市民会館

モーツァノレト 歌劇「劇場支配人J序曲
ベートーグェン交響曲第9番 (独唱 川藤勢津子他)

第5固定期演奏会 1 987年 9月 27日 兼松講堂
エノレガー「コケイン」序曲
7 ーラー交響曲第4番 (独唱 川藤勢津子他)

第6固定期演奏会 1 988年 5月3日 兼松講堂
プラームスハイドンの主題による変奏曲
チャイコフスキー交響曲第4番

第7固定期演奏会 1 988年 10月 16日
くにたち市民芸術小ホーノレ

ドビュッシー牧神の午後への前奏曲
プロコフィエフバイオリン協奏曲第1番 (独奏 矢野晴子)
プラームス交響曲第3番

第8回定期演奏会 1 98 9年 5月3日
武蔵野市民文化会館

マーラー交響曲第2番「復活J(独唱 蜂谷幸枝他)

第9固定期演奏会 1 98 9年 10月 1日 兼松講堂
R.シュトラウス交響詩「ドン ・ファン」
プロコフィエフ 「キージェ中尉」 組曲
ベートーヴェン交響曲第8番

第 10固定期演奏会 1 9 90年 5月3日 武蔵野市民文化会館
グァーグナー 「トリスタンとイゾノレデ」から「前奏曲と愛の死」
マーラー交響曲第5番
(アンコール)ディーリアス 「フロリダ組幽」

より「ラ・カリンダJ

第 11回定期演奏会 1 9 90年 9月 23日
くにたち市民芸術小ホーノレ

ディーリアスプリッグの定期市
ヒンデミット ウェーパーの主題による交響的変容
ベートーヴェン交響曲第3番「英雄」

第 12固定期演奏会 1 991年 5月3日 武蔵野市民文化会館
パーンスクイン 「キャンディード」序曲
ガーシュイン交響的絵画「ポーギーとベス」
ノくーパー弦楽のためにアダージョ
J .ウィリアムズ 「スター・ウォーズ」組曲
(アンコーノレ)パーンスクイン「ウエストサイドストーリーJから

「プエノレトリコ・アメ リカ」

第 13回定期演奏会 1 991年 9月 22日 杉並公会堂
プーランク組曲「牝鹿」
フォーレ組曲「ベレアスとメリザンド」
チャイコフスキー交響曲第6番「悲槍」
(アンコーノレ) チャイコフスキー「白鳥の湖Jよりワルツ

第 14固定期演奏会 1 9 9 2年 5月 3日
府中の森芸術劇場どりーむホーノレ

エノレガーチェロ協奏曲 (独奏ー 金谷昌治)
ホノレスト組曲 「惑星」
(アンコール)エノレガー 「威風堂々第1番J

第 15固定期演奏会 1 992年 10月 3目 立川市市民会館
ベートーヴェン交響曲第6番「団関」
ラグエノレ スベイン狂詩曲

舞踊音寺ラ・ヴァノレス
ボレロ

第 16固定期演奏会 1 9 9 3年 5月 9日
府中の森芸術劇場どりーむホーノレ

マーラー交響曲第3番(独唱 渡辺せつ子合唱
水星交響楽団合唱団、晃華学園聖歌隊)

第 17固定期演奏会 1 9 94年 2月6日 サントリーホーノレ
シューマン交響曲第3番「ライン」
ドビュッシー 「夜想曲」
ストラヴィンスキーバレエ音楽 「春の祭典J
(アンコーノレ)サティ 「ジムノベディ第1番」

プロコフィエフ 「タイボノレトの死」

第18固定期演奏会 1 9 94年 10月 1日 所沢市民文化センター
指揮森口真司

ドヴォノレザーク 序曲「謝肉祭」
チャイコフスキーバレエ音楽 「白鳥の湖Jより
パノレトーク 管弦楽のための協奏曲
(アンコーノレ)ドグオノレザーク スラプ舞曲第 10番

第 19固定期演奏会 1 9 9 5年 5月 28日 中野ZEROホーノレ
イベーノレ寄港地
ホノレスト パーフェクトフーノレ
プラームス交響曲第1番
(アンコーノレ)ディーリアス 「春初めてのカッコワを聞いて」

カノレミナ ・プラーナ実行委員会記念公演 1 99 5年 12月 24日
東京文化会館大ホーノレ

カーノレ ・オノレフ カノレミナ・ブラーナ
(独唱 秋元智子ほか/バレエ:オノレフ生誕 100周年記念
バレエ団/合唱 オノレフ祝祭合唱団/児童合唱 新宿区少年
少女合唱団)

特別定期演奏会 1 996年 1月 18目 立川市民文化会館
モーツアノレト 交響曲第38番「プラハJ
R.シュトラウス 歌劇 「サロメ Jより七つのヴェーノレの踊り
カーノレ ・オノレフ カノレミナ ・ブラーナ
(独唱秋元智子ほか合唱 オノレフ祝祭合唱団/児童合唱新宿区
少年少女合唱団)

第 20回定期演奏会 1 996年8月 24日 オーチヤードホーノレ
パーンスクイン 管弦楽のためのディヴエノレティメント
マーラー交響曲第6番「悲劇的」

第21固定期演奏会 1 997年 5月 18目 立)I[市民会館大ホーノレ
ベートーヴェン交響曲第4番
プーランクグローリア(独唱 北条聖子合唱 オノレフ祝祭合唱団)
レスピーギ交響詩「ロー7 の祭り」

第 22固定期演奏会 1 997年 9月 21日 武蔵野市民文化会館
ボロディン 歌劇イーゴリ公よりだったん人の踊り(合唱オノレフ

祝祭合唱団)
パーンスタイン ウエス卜・サイド ・ストーリー」よりシンフォニック

ダンス
プラームス 交響曲第3番
(アンコール)シャプリエ 狂詩曲スペイン

第23固定期演奏会 1 9 9 8年 8月 21日
オベラシティ 武満メモリアノレホーノレ

コープランド エノレ ・サロン ・メヒコ
ラヴェノレ左手のためのピアノ協奏曲(ピアノ 若林顕)
R ・シュトラウスアルプス交響曲

第 24固定期演奏会 1 9 9 9年 3月 14日 サントリーホーノレ
デュカス 交響詩「魔法使いの弟子」
チャイコフスキー 幻想序曲「ロメオとジュリエット」
ラヴエノレ 舞踊交響曲 「ダフニスとクロエJ全曲

(合唱 オノレフ祝祭合唱団)
(アンコーノレ)ファリヤ 「三角帽子」から終曲

第25固定期演奏会 1 9 9 9年 10月 31日 東京芸術劇場大ホーノレ
ガーシュウィン パリのアメリカ人
マーラー 交響曲第7番「夜の歌」

第 26固定期演奏会 2000年4月 23日
すみだトリフォニーホーノレ 大ホーノレ

グィラ=ロボス ブラジノレ風ノ〈ツハ第4番
ガーシュウィン ピアノ協奏曲へ調(ピアノ・白石准)
チャイコフスキー.交響曲第5番
(アンコーノレ)チャイコフスキー 眠りの森の美女からワルツ

野外音楽会 2000年 8月 19日
くにたち郷土文化館歴史庭園

スッベ 「軽騎兵」序曲
ヴォーン ・ウィリアムズ グリーンスリーブスの主題による幻想曲
シャブリエ 狂詩曲 「エスパナ」
ラヴェノレ マ ・メーノレ・ロアより 「美女と野獣の対話Jr妖精の園」
ガーシュウイン キューパ序曲
本間勇輔 「古畑任三郎」のテーマ
ノミーンスクイン スラヴ7!
コープランド ロデオより 「土曜の夜のワルツJrホウダウンJ
アンダーソン 「タイプライターJ/ r舞踏会の美女J
ハチャトゥリャン ガイーヌより 「寅I[の舞j
小山清茂 管弦楽のための「木挽歌Jより 「盆踊り Jrフィ ナーレ」
レスピーギ 交響詩 「ローマの松」より 「アッピア街道の松」
くアンコーノレ〉 萩原哲品 管弦楽のためのスーダラ節

ヒナステラ エスクンシアより「マランボ」
ヨハン・シュトラウス ラデッキ一行進曲

第 27固定期演奏会 2000年 12月 16日 東京芸術劇場大ホーノレ
グスタフマーラー交響曲第2番ハ短調 N 復活"

ソプラノ大沼美恵子 メゾ ・ソプラノ西川裕子

第 28固定期演奏会 2001年6月 10日 文京シピックホーノレ
プリテン「歌劇 『ピークーグライ ムズ』より W 4 つの海の間奏曲~J
ドヒ‘ユッシー r3 つの交響的素描 『海~J
ベートーヴェン交響曲第3番 「英雄J

主星室響楽団長野演奏会主催/水星交響楽団共催/財団法人八十二文化財団I



水星交響楽団
常任指揮者:替藤栄一

副指揮者:榎原尚徳

コンサートマスター:鈴木

憲 一 (ソ)
美由紀(ソ)
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• Trumpet 
浅田健
家田恭
岩瀬世
金子恭
桜井
田玉
宮崎

• Trombone 
棲井 統
佐藤幸宏
瀬古義久
高橋康昭
中村佳央
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• Contrabass 
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山
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金
小 圃Flute

岡本淳子
川崎裕恵
西村かよ子
本田洋二

治
成

• Percussion 
高橋 淳
野川真木子
山本 勲
吉村恵一
石井浩史

隆

• Tuba 
植松
小林覚

之
彩
樹

• Clarinet 
大山泰広
河西亮子
西村伸吾
横地篤志

裕

秀

.Oboe 
上田
小出
進藤
野口

.2nd Violin 
川|俣美枝子
黒川夏実
鈴木真由子
小出明美
徳地伸保
吉田健一郎
大井暁子(ソ)
川又慶子 (N)
榊原 洋(ソ)
横田裕祐(諏)
吉田飛鳥 (N)

(夏)
• Piano 
宮原みさき

• Saxophone 
水内由味 (N)

-賛助出演
(ソ)オーケストラ ・ソノーレ長野

(諏)諏訪交響楽団
(松)松本交響楽団
(市)長野市交響楽団
(N) アンサンブル・ノーヴァ
(夏)夏目音楽教室

• Harp 
東森真紀子

一
夫
治

• Fagotto 
清家慎
冨井一
佐藤寛

拓
男
納

佐和子
女子
冠昇
さやか
大輔 (N)
翼

英

• Viola 
有井
井上
) 11 俣
木村
田北
永井
イ専

加
坂

上
藤
口

.Special Thanks 
夏目音楽教室
ノξーカッションアンサンプノレ集団
r T AM  • AM  • R AJ 

宗
徳
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子
美
三
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世

正
尚
真
典
久
泰
真
尚

• Horn 
伊集院
榎原
岡本
北
桑

佐
山

名
松
藤
形

• Violoncello 
今村文子
鈴木皇太郎
高原 学
橘 温子
東郷 丞
中山佐知子
日吉実緒

第29固定期演奏会のお知らせ

2002年 1月20日(日)午後2時開演 東京芸術劇場大ホール
マーラー:交響曲第5番 バルトーク :ヴィオラ協奏曲 バーンスタイン:政治的序曲「スラヴァリ

指揮・粛藤栄一 ヴィオラ独奏:坂口 翼

お間合わせ先.植松 03-3594-5654

水星交響楽団
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